
目 的

県内の養殖魚の魚病発生状況を把握するとともに，そ

の対策指導を行い，魚病被害の軽減をはかる。

方 法

平成15年４月～平成16年３月に水産研究部，同尾鷲

水産研究室および同鈴鹿水産研究室に診断依頼のあった

病魚について魚病診断を行った。

結果および考察

総診断件数は175件（海産魚類168件，淡水魚類７件）

であり，例年（350件前後）の約半分と少なかった。こ

れは，主に夏季の水温が低かったことによると考えられ

る。

魚種，魚病別の診断結果を表１～５に示した。マダイ

では，イリドウイルス病の診断件数は５件のみと少なか

った。エドワジエラ症は例年同様，夏季～秋季に多発し

た。ビバギナ症も例年同様，種苗導入後間もない５～７

月と低水温期に多かった。ブリでは，レンサ球菌症ワク

チンを投与していない魚群でレンサ球菌症の診断例があ

った。また，８～10月に０歳魚において，ヤセ，異常

遊泳および体表のスレを主徴とする死亡事例が散発的に

みられ，累積死亡率は10～50％に達した。病魚から特

定の寄生虫や細菌は検出されなかった。病理組織学的に

脳におけるグリア細胞の激しい増殖と集簇像が観察さ

れ，また，主要臓器のプール材料からビルナウイルス属

のウイルスが分離されたものの，死亡との因果関係は明

らかにされていない。マハタ1歳魚では，６～８月にウ

イルス性神経壊死症（VNN）の病魚と同様に水面での

横転と鰾の膨満を主徴とする症例（死亡率１％未満）が

確認された。しかし，病魚からVNN原因ウイルスは検

出されず，脳に粘液胞子虫のシストがみられたことから，

この粘液胞子虫がこれらの症例の原因と考えられた。

淡水魚では，持続的養殖生産確保法で特定疾病に指定

されているコイヘルペスウイルス病が11月に１件確認

されたため，該当魚群の焼却処分と飼育施設の消毒を指

導した。
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魚病診断結果
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表１ マダイの診断結果

表２ ブリの診断結果

表３ ヒラメの診断結果



感受性ディスク法による主要病原菌の薬剤感受性試験

の結果を表６に示した。ブリのレンサ球菌症原因菌株の

多くがエリスロマイシン，リンコマイシンおよびアンピ

シリンに耐性を示した。
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表４ トラフグの診断結果

表５ その他の魚種の診断結果

表６ 主要病原菌の薬剤感受性


